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も
ろ
こ
し
に
も
高
収
批
品
種
が
登
場
し

、

つ
て
大
裂
作
陀
転
じ
た

、

不
作
が

、

0
人
余
が
参
加
し
た
。

破
た
ん
）

遅
れ
が

、

「
奇
蹟
の
米
」

に
発
す
る

。

年
を
転
様
に
急
変
し
た
。

0

)

 

で
あ
り

、

第
二
回
会
組
の
背
景

．贔

一
九
六
八

、

か
つ
て
の
食
糧
不
足
国
に

「
緑
の
革

六
九
年
匠
は
い
ね
の
ほ
か
小
麦

、
と
う

と
い
わ
れ
る
い
ね
の
高
収
掘
品
種
と
好
天
候
に
よ
っ

一
九
六
五

、

発
途
上
国
人
口
の
二
〇
佑

、
栄
投
不
良

代
弁
す
る

F

A

0

事
務
局
長
セ
ン

進
国
に
は
余
剰
食
糧
が
菩
積
し

、

第

二
回
世
界
食
糧
会
議
が
開
か
れ
た

。
六
六
年
と
二
年
つ
づ
い
た
世
界
の
食
糧

世
界
大
の
民
間
会
議
を
招
集
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

第
二
回
会
議
は
こ
の
時
早
く
予
定
さ
れ
て
い
た
。

（
イ
ン
ド
出
身
）

し
か
し
事
態
は
一
九
六
七

I
 

0
1
―
一
カ
国
か
ら

、

す
る
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
気
鋭
と
が
う
ま
く
焦
点
を
結
ん
で

、

は
六

0
％
を
占
め
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

、

-

‘

-

―

i

O
 

F

A

0

は
こ
れ
を

飢

餓
解
放
迎
動
の
テ
コ
と
し
た
。
食
糧
会
議
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く

、
食
糧
不
足
を

の
熱
望
と

、
過
剰
を
代
表

ワ
ジ
ン
ト
ン
に

（
蛋
白
質
ほ
か
栄
疾
素
の
バ
ラ
ン
ス
の

F

A

0

協
会

食
粗
会
議
の
い
わ
れ
は

、
第
一
回
会
議

一
部
の
開
発
途
上
国
に
食
税
の
ひ
っ
迫
を
ま
ね
い
て
い
た
。

い
ず
れ
も
大
き
な
矛
循
を
は
ら
ん
だ
。

発
表
さ
れ
た
世
界
食
租
調
査
に
よ
っ
て

、
栄
壺
不
足
（
カ
ロ
リ

ー
不
足
）

一
九
五

0
年
代
か
ら
つ
づ
い
て
い
た
世
界
の
食
粗
生
産
の
恢
復
立

（
一
九
六
＝
＝
年
六
月
ヮ
ジ
ン
ト
ン
）

国
際
政
府
間
機
関

・
民
間
機
関
か
ら

一、
八

0
0
人
余
が
参
加
し
た
。

オ
ラ

ン
ダ
政
府
が
こ
れ
を
協
袈
し
た
。

世
界
の
一
〇
九
カ
国
と

主
催
者
は
国
連
食
粗
農
業
機
関

去
る
六
月
一
六
日
か
ら
―
―
;

o

日
に
か
け
て

、

オ
ラ
ン
ダ
の
首
都
ハ

ー
グ
で

、

第

二
回
世

界
食

糧
会
議
に
見
る

渡

部

哲

男
●‘ 

当
時

は
開

一
方
先

(
F
A
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検
討
事
項
は
出
そ
ろ
っ
た
。
第
一
回
食
糧
会
議
が
飢
餓
解
放
で
意
気
の
合
っ

一
九
七

0
年
は
F

A

0

創
設
二
五
周
年
に
あ
た
る
。
第
一
回
「
国
連
開
発

節
約
と
収
入
増
加
の
五
項
目
で
あ
る
。
指
標
計
画
と
な
ら
ん
で
こ
の
五
璽
点

推
移
匠
即
応
し
て

F

A

0

事
業
を
重
点
的
に
処
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

、

わ

り

(

-
九
六
八
年
）

、
新
事
務
局
長
は
新
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
事
態
の

こ
の
間
F

A

0
事
務
局
長
は

セ
ン
か
ら
バ
ー
マ

員

ー

を

示

す

も

の

で

あ

る

。

い
て

、

年
を
費

し

て
よ

う
や

く

一
九
六
九
年
に
完
成
し
た

。

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

必
要
か
ら

、
次
回
の
会
議
忙
は

F

A

0

は
開
発
途
上
国
の
胎
発
の
指
針
を
研

命
」
が
到
来

し
た
と
い
わ
れ
た
。

わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
第

一
回
会
議
は
一

究
し
て
結
果
を
提
出
せ
よ

、

る
第
二
回

「
国
連
開
発
の

一
0
年
」
に
対

し
て
、
格
好
の
検
対
資
料
を
提
供

す
る
こ
と
に
な
っ
た

。

主
食
増
産

、
蛋
白
不
足
解
消
、
農
産
物
損
耗
防
止

、

項
目
も
検
討
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
0
年
」
を
し
め
く
く
り

、
第
二
回
の
ス
ク
ー
ト
台
忙
つ
く
年
で
も
あ
る

。

． 贔

（
オ
ラ
ン
ダ
出
身
）

に
代

人
的
汽
源
活
用

、
外
査

あ
た
か
も
国
連
が

一
九
七

一
年
か
ら
は

じ

め

か
つ

て
の
飢
餓
解
放
の
名
分
は
今
や
失
な

つ
の
宿
題
を
残
し

て
い
た

。
個
人
の
資
格
で

発
言
す
る
一
、
0
0
0余
名
と
い
う
危
大
に
す
ぎ
る
会
議
の
話
題
を
整
理
す
る

「
追
業
開
発
の
た
め
の

世
界
指
標
計
画
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
り

、
器
発
途
上
国
六
四
カ
国
に
つ

一
九
七

五
年

と
八
五
年
の
開
発
の
わ
く
組
、

溢
業
閑
発

の
た
め
の
世
界
指
標
計
画

つ
ま
り
人

口
と
食
糧
需

資
金
、
資
材
、
技
術
、

要
の
伸
び
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し

、
上
記
の
二
時
点
で
の
大
き
さ
を
予
測

し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
必
要
な
資
源
輩
ー
＇

●‘ 

人

こ

の
研
究
が
以
来
六
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っ
た
。

加
し
た
）

、
開
発
途
上
国
か
ら
の
希
望
者

一
五

0
名
の
参
加
を
可
能
忙
さ
せ
た
。

ら
れ
た
が

、
実
除
は
F
A
0
で
は
な
く
オ
ラ
ン
ダ
政
府
ガ

が
な
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

、

（
六
―
-
i
社
が
参

F
A
0
が
資
金
の
調
達
と
分
配
を
計
る
と
伝
え

（
別
侭
現
地
参
加
者
四
名
）

、
農
業
関
係
団
体

、
国
際
協
力

会

0

協
会
が
各
庖
に
ア
プ

ロ

ー
チ
し
、

一一
回
の
打
合
会
を
経
て
二
四
名
の
参
加
者

い
わ
ば
予
習

し

半
務
局
は
六
〇
カ
国
が
こ
の
ス
ク
イ
ル
に
習
っ
た
と
い
う

。
我

国

で

は

F

A

の
出
席
を
得
た

社

・
団
体

、
有
識
者

、
報
道
陣

、
官
庁
か
ら
の
参
加
者
で
あ
り
、
婦
人
と
青
年

を
欠
い
た
。

肯
年
の
参
加
に
つ
い
て
は
一
言
触

れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
彼
等
に
は
旅
費

基
金
」
を
設
け

、

冑
年
合
計
二
五

0
名
は

、

会
議
に
参
加
し

、

い
う
見
地
か
ら

「
世
界
食
粗
会
議

オ
ラ
ン
ダ
国
籍
の
会
社
を
動
員

し

て
募
金
し

世
界
食
粗
会
話
の
直
前
一
＝
日
間
開
か
れ
た
国
際
竹
年

食
粗
会
話
の
予
習
を
行
な
い

、
そ
の
ま
ま
食
程
会
談
に
居
残

て
参
加
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
た

。

望
が
あ
っ
た
。
同
じ
趣
旨
か
ら

、
事
前
に
国
民
会
議
を
開
き
、

、
参
加
者
は
社
会
附

、
年
令
附

、
性
別
屈
を
代
表
す
る
よ
う
要

か
ね
て
の
計
画
で

、
今
回
の
会
議
に
は
国
民
各
陪
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
と

色
と
り
ど
リ
の

参

加
者

コ
ン
セ
ル
ト

オ
ラ
ン
ダ
政
府
が
新
装
成
っ
た
国
際
会
議
場

た
ケ
ネ
デ
イ
に

、

●▲ 

ワ
ジ
ン
ト
ン
国
務
省
の
会
議
場
を
提
供
さ
せ
た
よ
う
に

、
第

二
回
会
議
は
炭
業
開
発
の
長
期

・
短
期
問
坦
を
引
掲
げ
る
バ

ー

マ
事
務
局
長
に

、

（
コ
ン
グ
レ
ス

・
ヘ

ポ

ウ

ー

・
ヘ
ボ
ウ
に
匹
敵
す
る
）
を
提
供
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●‘ 
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前
回
の
食
程
会
話
が
費
顕
人
士
の
演
説
会
に
終
つ
た
こ
と
を
反
省
し
て

、
今

八
委
員
会

と
五
パ
ネ

ル

ぎ
が
あ
っ
た
。

討
議
で
は

、

「
緑
の
革
命
の
危
険
性
」

に
つ
い
て
小
委
旦
会
に
付
議
す
る
さ
わ

ピ
ア
ソ
ン
の
発
言
は
さ
す
が
に
影
咽
す
る
と
こ
ろ
多
く

、

変
革
の
種
子
を
も
播
い
た
」

と
し
た
J

の
ち
の
委
員
会
の

る
こ
と
が
で
き
る
。
緑
の
革
命
は
増
産
の
種
子
を
播
い
た
だ
け
で
な
く

、
社
会

す
る
。

．
、

イ
ン
ト

パ
キ
ス
ク
ン

、

プ
ラ
ジ
ル
の
経
験
で
こ
れ
を
知

さ
て
会
議
は
オ
ラ
ン
ダ
ユ
リ
ア
ナ
女
皇
の
歓
迎
の
こ
と
ば

、

育
年
の
協
力
は
「
人
類
の
連
帯
に
と
つ
て
の
信
義
で
あ
る
」

つ
い
で
国
連
事
務
総
長
ウ
ク
ン
ト

も
、

五
年
は
そ
れ
に
失
敗
し
て
き
た
こ
と
を

、

案
は

、
す
で
に
早
く
新
聞
忙
も
報
ぜ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

進
歩
の
も
と
で
は

、

富
者
の
援
助
と

で
は
じ
ま
っ
た
U

人
類
の
連
帯
の
正
義
を
説
き

、

軍
備
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
例
証
し

「
科
学
技
術
の

諸
国
民
は
協
力
す
る
か
崩
壊
す
る
し
か
な
い
。
協
力
が
唯

一
の
回
答
で
あ
る
」
と
結
ん
だ
。

〇
創
立
当
時
忙
さ
か
の
ぼ
り

、

A
0
の
意
義
は

、
今
日
な
お

、

（
ピ
ア
ソ
ン
報
告
の
）

当
時
「
か
く
も
大
胆
な
目
的
」
と
い
わ
れ
た
F

い
や
い
つ
そ
う
生
き
て
い
る
と
い
う

。

は
な
お
完
全
に
追
放
さ
れ
て
は
い
な
い
。
高
収
批
品
種
が
登
場
し

、
緑
の
革
命

が
予
想
さ
れ
る
の
は
賞
讃
す
べ
き
で
あ
る
が

、

さ
ら
に
人
口
が
安
定
し
な
い
と

、
固
内
の
話
者

・
衰
者
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
増
大

メ
キ
ッ
コ

、

利
益
が
公
正
に
分
配
さ
れ
ず

、

F
A
0
二
五
周
年
を
記
念
し
て
ピ
ア
ソ
ン

は
、

集
つ
て
平
和
な
世
界
を
つ
く
る
会
合
を
開
く
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
」

た
。

「
東
側
国
を
含
め
て
大
国
の
国
家
元
首
ま
た
は
外
務
大
臣
が

、
中
立
国
に

緑

の
革
命

の
危
険
性

． 贔

●‘ 
「
飢
餓

F

A

 

の
提

こ
の
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ヽ
食
祖
の
危
機
感
は
去
っ
た
が

発
）

、

ガ
ー
ナ

（
貿
易
）

の
発
言
が
そ
の
好
例
で
あ
っ
た
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
く
に
キ
ュ

ー
バ

ら
、
当
初
か
ら
任
務
を
与
え
ら
れ
た
参
加
者
は
別
と
し
て

、

（
経
済
開

第
一
週
は
現
状
の
分
折
に
あ
て

、

発
忙
お
け
る

人
的
賓
源

、
貿
易
構
造
と
政
策
の
四
委
員
会
の
も
と
で

、

第
二
週
は
以
上
の
現
状
分
析
に
碁
づ
い
て
今
後
と
る
ぺ
き
活
動
に
つ
い
て

、

そ
れ
ぞ
れ
政
府
部
内

、

動
員
を
、

テ
ー
マ
で
あ
る
。

民
間
部
内
の
参
加
方
法

、
個
人
の
直
接
参
加

、

四

つ
の
委
員
会
で
討
議
し
た
。

れ
た
。
会
議
の
背
景
を
な
す
当
面
の
主
要
問
題
に
つ
い
て

、
参
加
者
忙
オ
リ
エ

-、八

0
0名
は
ど
の
委
員
会

、
ど
の
パ
ネ
ル
に
も
出
入
り
自
由
と
さ
れ
た
か

を
あ
さ
つ
て
歩
く
風
を
呈
し
た

。
会
議
迎
営
者
は
背
景
者
の
意
見
を
代
弁
す
る

ス
テ

t
ト
メ
ン

ト
を
禁
ず
る
と
再
一
二
注
意
し
た
が

、

負
い
立
つ

、

カ
ソ
リ
ッ
ク
教
徒
（
人
口

）
、

実
捺
は
背
栞
が
あ
っ
て
気

い
わ
ば
攻
め
手
の
発
言
が
論
点
明
快
で
あ
り

、
青
年
（
万
般
）

、

第

一
週
の
現
状
分
析
の
動
向
は
以
下
に
要
約
さ
れ
る
。

高
収
歯
品
釉
は

一

一
般
は
人
気
番
組

つ
の
突
破
口
で
は
あ
る
が

、
長
期
的
に
ほ
基
礎
構
造
の

国
際
的
開
発
の
見
通

し
、

経
済
開
発
と
人

口
成
長

、
環
境
の
保
全
が
そ
れ
ぞ
れ

討
議
に
参
加
す
る
形
式
で
あ
る
。
指
標
計
画

、
開
発
妬
お
け
る
青
年
の
使
命
、

そ
の
道
の
専
門
家
回
志
に
発
言
と
討
議
を
行
な
わ
せ

、

つ
い
で
参
加
者
が
そ
の

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

、
墳
上
の
パ

ネ
リ
ス
ト

、

つ
ま
り

以
上

八
つ
の
委
負
会
と
は
別
妬

、
こ
れ
と
平
行
し
て
五

つ
の
バ
ネ
ル
が
開
か

れ
穀
物
増
産

、
蛋
白
質
供
給
、
労
働
力
活
用

、
外
貨
収
入
増
加
を
検
討
し
た
。

・♦

主
食
確
保
、
食
事
の
質
の
向
上

、
農
村
開

世
論
の

回
は
演
舌
は
前
述
で
終
り
す
ぐ
話
事
侭
移
っ
た
。

●‘ 

そ
れ
ぞ

-5 -



の
こ
の

給

料

の

っ
た
。

彩

拠

出

を
反
映
し
て

、
個
人

、
社
会
層

、
政
府
、
、

こ
の
よ
う
に

、

民
間

、
国
際
檄
関
の
制
度
的
持
続

食
糧
に
つ
い
て
の
危
檄
感
は
染
を
消

し
、

制
度
の
問
題
に
あ
ら
た
め
て
突
当
っ
た
の
感
が
あ
る
。
農
業
そ
の
も
の
お
よ
び

そ
の
変
革
の
意
味
す
る
長
期
的
性
格
を
再
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
も

第
二
週
の

、
今
後
と
る
ぺ
き
措
置
や
活
動
の
討
話
も

、

代
わ
っ
て
頑
強
な

こ
の
第
一
週
の
傾
向

性
を
め
ぐ
つ
て
論
点
が
飛
び
交
っ
た
。
開
発
と
い
う
言
葉
忙
対
し
て

、
変
化
の

過
程
と
か

、
態
度
の
変
化
と
か

、
新
ら
し
い
意
義
づ
け
が
自
づ
と
生
ま
れ
た

。

世
論
の
動
員
の
委
員
会
で

、
曲
発
教
育
と
い
う
正
態
不
明
の
言
葉
を
定
義
し
ょ

う
と
試
み

、
結
局
誰
も
が
納
待
で
き
な
い
ま
ま
で
終
っ
た
が

、
変
化
の
最
終
の

長
期
問
題
は
教
育
で
あ
る
と
み
る
考
え
は

、
第
二
遇
の
各
委
員
会
侭
共
通
で
あ

パ
ネ
ル
の
議
論
は
さ
す
が
陀
有
用
で
あ
っ
た
。
指
標
計
画
．
ハ
ネ
ル
は
円

A

0

昆
業
は
先
進
固
で
は
一
般
経
済
の
高
度
雇
用
の
圧
力
に
悩
ま
さ
れ

、
開
発
途
上

国
で
は
殷
村
の
低
位
就
菜
の
た
め
悩
ま
さ
れ
る
。
査
源

、

云
お
う
か
。

四
、

「
計
画
」
中
忙
は
雇
用
関
題
の
祝
点
を
欠
い
て
い
る
と
の
指
摘
に
発
し

、

政
策

、
檄
構

、
制
度
の
変
革

、

労
働

、
所

得

、

わ
け
て
も
態
度
の
変
化
が
必
要
で
あ
る
。

を
茂
つ
間
に
家
族
計
画
が
必
要
で
あ
る
。

_‘
 

-
h
 

人
口
成
長
は
経
済
成
長
の
効
果
を
失
わ
せ
る
。
資
源
の
再
利
用
と
再
配
分

つ
て
資
源
の
利
用
と
配
分
を
あ
ら
た
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、

食
糧
の
増
産
だ
け
で
は
生
活
を
向
上
で
き
な
い

、

る
。
変
革
が
必
要
で
あ
り

、

●' 

雇
用

・
所
得

・
し
た
が

と
く
に
煤
地
改
革
と
農
村
社
会
近
代
化
が
必
要
で
あ

●‘ 

人
口
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F
A
0
か
ら
近
く
送
付
さ
れ
る
。

委
員
令
別
の
勧
告
は
大
小
と
り
ま
ぜ
て
二

0
0
項
目
近
く
あ
る
。

う
院
発
途
上
国
の
傍
観
が
目
立
っ
た

。

の
再
配
分
を
酎
る
超
国
家
的
板
関
が
必
要
で
あ
る
と
の
マ
ン
ス
ホ
ル

ト

を
監
か
ず

、
背
年
の
参
加
す
る
方
向
に
つ
い
て
背
年
対
中
老
年
の
対
決
を
計
っ

た
。
中
老
年
は
そ
の
旺
ん
な
血
気
を
開
発
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し

、

年
か
）
が
農
業
に
出
て
働
け
な
い
と
い
う
ア
フ
リ
カ
人
の
指
摘
に
は

一
驚
し
た

。

国
森
開
発

．ハ
ネ
ル
で
は
ス
イ
ス
代
表
か
国
連
檄
関
職
員
は
給
料
の

一
％

を
拠
出

し
て

、

の
指
摘
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

先
進
国
の
G
N
P

ぴ
た
。
人
口
．
ハ
ネ
ル
は

、
家
族
計
画
は
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
結
論
で
あ
る
。

環
境
保
全
．
ハ
ネ
ル
で
は

、
汚
染
と
は
先
進
国

・
工
業
国
の
尉
有
物
で
あ
る
と
い

そ
れ
ぞ
れ
政
府

、

年
は
そ
の
た
め
の
細
度
の
改
変
を
要
求
し
た

。

リ
ス
ト
）

●¥ 

一
笏
拠
出
の
先
鞭
を
切
る
よ
う
主
張
し

、
拍
手
を
あ

ア
フ
リ
カ
で
は
青
年

民
問

、
国
際
機
関
あ
て
に
仕
分
け
し

、
会
議
宣
言
を
付
し
て

「
肯
年
」
・
ハ
ネ

ル
は

、
●‘ 

こ
れ
ら
は 青

（
都

市

青

パ
ネ
リ
ス
ト＾
 

パ

ネ
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招

へ
い
た
ど
の
業
務
を
加
え
た
。

そ
し
て
熱
帯
嚢
業
匠
関
す
る
秋
極
的
な
調
査

以
上
の
活
動
の
ほ
か

、
国
際
ジ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
の
開
催

、
外
国
研
究
管
理
者
の

の
派
追

、
海
外
調
査

、
委
託
研
究

、
資
料
広
報
な
ど
の
活
動
が
開
始

さ
れ
た
。

農
林
省
の
殷
林
水
産
技
術
会
話
で
は

、
す
で
忙
昭
和
四

一
年
か

ら
実
兜
的
に

法
な

ど
の
あ

お
り
を
受
け

、
悲
運
に
も
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る

。

い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
農
林
省
設
置
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
成
立
し

、
熱
帯
農
業
研
究
セ

（
仮
称
）

の
設
立
に
つ
い
て
検
討
を
は
じ
め
た
の
が
昭
和
四

0
年
六
月
で
あ
っ

て
も
、

ア
ジ
ア
諸
国
に
と
つ
て
も
喜
ぷ
ぺ
き
こ
と
で
あ
る
。

い
。 品

業
技
術
研
究
の
鎖
国
を
解

く
時
が
や
っ
て
き
た

。
海
外
か
ら
の
圧

力
が
そ

う
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が

、
国
内
問
題
の
研
究
に
し

て
も
、
国
の
ワ
ク
の

せ
め
て

、
後
れ
ば
せ

追

い
こ
し
て
も
ら
い
た

い
ず
れ
に
し
て
も

、
熱
帯
此
業
研
究
セ
ン
ク

ー
の
発
足
は

、

も
と
も
と

、
農
林
水
産
技
術
会
議
の

小
倉
武

一
会

長
ら
が
海
外
炭
業
研
究
所

た
。
そ
れ
か
ら
五
年
後
の
本
年
六
月
一

0
日
、
第
六
―
―
一
回
通
常
国
会
に
お

い
て

ン
ク
ー
の
発
足
に
や
っ
と
こ
ぎ
つ
け
た
わ
け
で

、

設

定

ま

て

の
経

過

め
で
た

し
、

と
い
う
の
は

、
前
国
会
で
も

、

熱
荀
梨
菜
に
関
す
る
技
術
的
研
究
を
進
め

て
き
た
。

日
本
に
と
つ

め
で
た
し
と
言

そ
の
前
で
も

、

た
と
え

ば
、
在
外
研
究
員

さ
ら
に
四
二
年
に
は
省
令
を
も
つ
て
熱
帯
戯
業
研
究
管
理
室
が
設
け
ら
れ

、

な
が
ら
で
も

、
世
界
の
研
究
レ
ペ
ル

ヘ
追
い
つ
き

、

お
け
る
開
国
が

、

い
さ
さ
か
後
れ
た
う
ら
み
は
残
る
が

、

中
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
時
代
に
来
て
し
ま
っ
た

。
農
業
技
術
研
究
に

ー

紅

国

的

研

究

か

ら

の

解
放

ー

熱
希
擬
業
研
究
セ
ン
タ

ー

の
発
足

●‘ 

．． 

大
学
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(1) 

所

山 田

長

登

本

所

沖

縮

支

所

長

（

児

玉

敏

夫

）

定

員

六

人

L
ー

庶

務

課

長

（
藤
田
嘉
幸
）

研
定
員 究

部

長

（

永

井

皐

太

郎

）

―
二
十
―
―
一
人

企
画
連
絡
室
長

定
員

五
人

会

定
員 計

課

長

（

芦

沢

腎

一

）

四
人

（
八
田
貞
夫
）

庶

務

課

長

（

泉

秀

男

）

定

員

四

人

琉
球
監
業
試
験
場
八
重
山
支
掲
内

支

所

沖

縄

石

垣

市

乎

得

地

底

一
七
八
ー
六

農

林

省

内

束
京
都
千
代
田
区
5

附
属
檄
関
で

、
設
置
場
所
は
目
下

、

熱
帝
盟
菜
研
究
セ
ン
ク

ー、

通
称
「
熱
研
」
と
よ
ん
で
い
る
が

、
炭
林
省
の

礎
を
き
ず
い
て
き
た

。

セ
ン
タ
ー
の
機
ね

機
構
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

熱
帯
農
業
研
究
セ
ン
ク
ー

ケ
関

一
の
二
の

一

研
究
お
よ
び
情
報
サ

ー
ビ
ス
の
業
務
が
行
わ
れ

、
荒

々
本
セ
ン
ク

ー
設
立
の
基

．． 

．． 
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(2) (1) 業

し
、
稲
作

、
畑
作

、

東

＿南
ア
ジ
ア
等

、

以
下
に
国
会
提
出
資
料
か
ら
業
務
内
容
を
拾
つ
て
み
る
と

、

(2) 

務

内

容

（二） （一）

ー
国
森
協
力
班

（
内
山
泰
孝
）

•• 
総 務

丁

課

[

利
用
加
工

、
家
畜
衛
生

、

熱
帯
ま
た
は
亜
熱
帯
地
域
諸
国
忙
在
外
研
究
員
を
派
遣

技
術
会
話
事
務
局

研
究
管
理
官
（
国
際
協
力
担
当

）

総
秘
課
国
際
協
力
班

熱
帯
農
業
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
熱
帯
ま
た
は
亜
熱
帯
に
属
す
る
地
域
に
お
け

る
農
林
畜
産
業
匠
関
す
る
技
術
上
の
試
験
研
究
お
よ
び
調
査

、

ら
に
関
す
る
内
外
の
資
料
の
収
集
整
理
お

よ
び
提
供
を
行
な
う
機
閣
で
あ
る

。

主
な
業
務
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

熱
帯
ま
た
は
亜
熱
帯
地
域
妬
お
け
る
研
究

を
行
な
う
。

ま
た

、
沖
縄
忙
支
所
を
設
け
て

、

る
試
験
研
究
を
行
な
う
。

国
内
匠
姦
け
る
試
験
研
究

熱
帯
ま
た
は
亜
熱
帯
梨
業
に
閑
す
る
試
料
等
の
土
壌
分
析

、
作
物
成
分
分

（

星

出

暁

）

．． 

亜
熱
帯
の
炭
業
技
術
に
関
す

林
菜
等
に
関
す
る
試
験
研
究

F
海

外

派

遣

係

（
伊
藤
秀
男
）

技
術
協
力
係

（
高
沢
寛
）

企

画

係

（
鈴
木
信
毅
）

（
並
木
伸
郎
）

（
藤
ノ
木
茂
子
）

な
ら
び
に
こ
れ

（
湯
田
義
一
二
） ．． 
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(7) (6) (3) 
生
物

、
農
業
土
木
、
畑
作
物
な
ど
の
分
野
忙
つ
い
て

、

験
研
究
檄
関
の
中
で

、
水
稲
育
種

、
栽
培

、
病
虫
害

、

な
う
。

を
行
な
う
と
と
も
忙

、

ヽ

ク
イ

土
壌
肥
料

、
土
壌
微

カ
ン

定
期
刊
行
物
の
刊
行
等
広
く
資
科
情
報
の
提
供
を
行

大
学
ま
た
は
民
間
団
体
等
に
委
託
す
る
の
が
適
当
な
研
究
課
題
に
つ
い
て

海
外
か
ら
の
研
修
生
を
受
入
れ
、
炭
業
技
術
に
関
す
る
研
修
を
行
な
う
。

伺

海

外

研

修

④

海

外

調

査

る
ほ
か

、
東
南
ア
ジ
ア
等
諸
国
の
研
究
管
理
者
を
招
へ
い
し
て

、
熱
帯
ま
た

析
、
病
害
虫
の
分
類
お
よ
び
同
定

、
作
物
の
生
理
実
験
等
に
つ
い
て
必
要
な

ま
た
は
既
存
の
研
究
機
関
の
施
設
を
浩
用
し
て

、

こ
れ
ら
の
試
験
研
究
を
行
な
う
。

派
遣
、
受
入
れ

、
東
南
ア
ジ
ア
の
研
究
者
の
招
へ
い
等
を
も
行
な
う

。

ジ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等

こ
の
た
め

、
国
内
他
機
関
と
の
研
究
員
の

東
南
ア
ジ
ア
等
、
熱
帯
ま
た
は
亜
熱
帯
地
域
諸
国
等
の
研
究
者
を
招
へ
い

し
て

、
熱
帯
ま
た
は
亜
熱
帯
殷
業
研
究
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

は
亜
熱
帯
農
業
研
究
推
進
等
に
関
す
る
討
議
を
行
な
う

。

東
南
ア
ジ
ア
等
、
熱
帯
ま
た
は
亜
帯
帯
地
域
諸
国
の
煤
業
事
情
等
に
関
す

る
調
査
を
行
な
う
。

委
託
に
よ
る
調
査
研
究

委
託
し
て
調
査
研
究
を
行
な
う

。

資
料

・
情
報
の
収
集
等

熱
帯
ま
た
は
亜
熱
帯
農
業
に
関
す
る
資
料

、
文
献
等
の
収
集
お
よ
び
整
理

な
お

、
在
外
研
究
員
は
現
在

、

ポ
ジ
ア

、

マ
レ

ー
ジ
ャ

、

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン

、
台
湾
な
ど
に
派
辿
さ
れ

、

●` 

セ
イ
ロ
ン

、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
試

そ
れ
ぞ
れ
試
験
研
究

施
設
を
セ
ン
ク
ー
匠
設
け

、

．． 
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(8) 

I' ” ”
 

/I 

注
、

四
五
四
四

囮 四 ●' 

※

※

沖

縄

支

所

整

偏

数

は

別

※ 

を
進
め
て
い
る
。

II ”
 

/I II 

昭
和
四
一
年
度

予

箕

額

の

推

移

ニ
四
八
、

人
件
技
を
含
ま
ず

一
五
七
、

六

0
七

――――二七

八

0
、
0
1―}
五

六
六
、

一
二
四

四
―
-
i
九

※
※
 

※ ※ 

六
―
―
―
―
千
円
※

• • 
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(1) 在外研究員（長期 ・短期 ）派遣 〇印 ••…• 短期研究員

9王［ロー丁^―ー ・三—―五―—□下題
I 今井隆典I九州森業試験場1インデイカ水稲品種の特性韮戸研究

水 永井皐太郎 1煤業技術研究所ィ ンデイカ水稲の育種に関する研究

楼高

金田忠吉北

杉本勝男束

西尾敏彦殷

竺均
小山雄生 1農

本村 悟，

： 。：三里ぎ1：ここ言訃白丘白亘至言言：；：る研究 i 
〇山田 昌雄i北陸煤業試験場水稲病害（とくに白葉枯病）に関する研究

1 杉浦己代治 植物ゥイルス研究所1主用作物ウイルペ病害の診断と同定に関するI
| 1研究

虫 9 日野稔彦 1中国 氏業試験均いね病岩とくにウイルス病の病理学的研究 I ク

1 日高 輝展 1東北戯菜試験場1稲作害虫の生態と防除に関ナる研究 l 

田

派遣先旦十竺竺＿竺竺竺
セイ ロ ン 中央農業研究所

マレイツア

フィ リビン 国際稲研究所

マレ イツア Iテロチエンガイ稲作試験場
作 ff II 

ク

ク
土

撰

＿

病

害

・,. 

II 

II 

所

部
究

術
研

技

稲

局
際

穀

国

米
ン

イ

ピリイフ
ク

II 

セイロン

II 

インドネツア

セイロ ン

プキメラ稲作試験場

II 

イ1米穀局技術部

イ 米骰局技術部

II 

II 

中央腹業研究所

II 

II 

II 

イ1米穀局技術部

II 

＇ 期 間！
—+ 

2 年 i
I 

2年 8カ月 1

2 年

3 年

2年3カ月

2 年

1年1カ月

2年5カ月

2 年

2 年

2年 7ヵ月

3 カ月

3 年

5 カ月

3 カ月

2 年

2 年

4 年

●’ 

●‘ 
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i --- ---• ••一—---• ---―----•一·---←--•—--- -
研 究 課 顆 ：派遣先国 1 派遺先根関 期間
- ------t----- -― 

中国農業試験場 Iメイ虫類の発生生態と水稲の被害の関係に 1ク イ ； 米国局技術部ー」:---—年
ついての生態的研究 I 

東北幽業試験場ペ ト病菌の生理生態に関する研究 台 湾 1台湾糖業試 験所 1 年

設業技術研究所 農作物害虫の分類同定た関する研究 マレイツア ＇マ レイツ ア股業局 3 カ 月

II イ ン ト•I イン ド農業研疇等 3 カ月

水田野鼠の生態と防除に関する研究 カンボデイア 日力友好染業技術 2年 6カ月
セ ン クー

〇樋口輔三郎 II I II I // 

旦よ憂三百薮―函□扁三面三ー、こ二下可二方三ダーィ稲作-t: 力：
●‘ 

大森 武広島県炭僕試験場 1マイロ 育種に関する研究 1イ ン ド インド農業研究所 1 年

畑 I Iク イ1国際 トウモ ロコノ、ソJレ I1 0カ月

御子柴晴夫晟事試験場 熱帯におけるトウ モロコ・ン品種に関する ！イ ン ドイント農業研究所 1 年

研究

台 湾台南区農業改良場玉米研 1 年

`o  水田 昂食糧研究所 熱帯褪産物の食品的利用に関する研究 □下1::1；糧技術研究所 2年ロ

用エ荒井克祐 11 I II I I II I 2 年

作

家衛徳田悟一 家畜衛生試験褐口蹄疫に関す る研究 ク イ ロ蹄疫研究所 1 年

畜生榊 馨 II -」- ” ” 2 年
ー・つ一

〇紙谷 貢殷業総合研究所 多収役品種の栽培を中心とする新技術導入バキスクン コミ ラアカデ ミー等 ，3 カ 月

耗 の農業経営に及ぼす影響に関する研究営 O鈴木福松盗業技術研一究ー所］一— II フィリピン 国際稲研究所等 1 5 カ 月

—--- - - ----・-----L_-- -- ----

●‘ 
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(3) ツンポジウムの開催

9 年度 課 題 開催時期 招へい研究者
I 

l —• ・―--
I 
4 2 稲の病害と抵抗性品種などに よる 42. 9. 2 5 （ 9名 ）台湾、 フィリピン、 クイ、 マレイシア、口
I 

防除に関するジンボ、ジウ ム ~1  0. 1 ネジア、 インド、 セイロ ン、 パキスクン

IRRI 

．． 

← 
4 3 東南アジア諸国のとうもる こし生 43. 9. 2 (1 0名 ）クイ(2名）、 フィリピン (2名 ）、 インドネシア

産の現状と今後の諸問臨に関す る ～ 9. 8 (2名）、 台湾、 インド、 パキスクン、 アジアと

ジンボジウム うもろこしセンク ー（ 各 1名 ）

4 4 水稲栽培における施肥効果の向上 44. 9. 8 (1 D名）台湾、 フィリピン、 クイ、 マレイツア、 イン ド、

忙関する・ンンポジウム ～ 9. 1 3 セイロン、 バキスク ン、 オース トラ リア、

IRRI、 インドネ・ンア

．． 
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口委託研課究 一 覧題 名 I 委 託

熱帯農産物の利用開発に関する調査研究 I熱帯農業学会会長

東南アジアにおけるかんがい排水による農業開発に関する調査研究I京都大学炭学部

東南アジアにおけるそさい生産状況等に関する調査研究

東南アジアにおける家畜伝染病の特性と分布に関する調査研究

熱帯林業問題の文献的考証に閲する調査研究

日大殷獣医学部教授

日大農獣医学部教授

熱帯林業協会会長

先

佐々木

富士田

江 ロ

石井

ニ浦

東南アジア妬おける土漿壌境諸条件に関する調査研究 京大 ・東南アジア研究センク ー

東南ア、ジア匠おける気象環境諸条件に関する調査研究

農業技術用語に関する調森研究

JI I 

日本塁業気象学会会長 武

日本巌業図書館協議会会長

古

ロ

田

島

口
毅

庸 雄

進

伊八郎

桂三郎

尽． 

敏雄

熱帝 ・亜熱帯殷業技術研究関係文献に関する調査研究

熱帯等における貯穀害虫に関する調査研究

東京幾業大学図書館長 常谷幸 雄 I

岡山大学裟業生物研究所教授

安 江安宣

-1 6-
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る
。

ン
ト
が
ア
フ
リ
カ
人
で

、

国
と
が
述
合
し
て
ク
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国

こ
の
国
は
一
九
六
四
年

、

四
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ

、
気
候
は
だ
い
た
い
熱
帯
性
と
福
帯
性
で
あ
る

。

ン
ド
洋
忙
面

し
、

北
は
ケ
ニ
ャ
お
よ
び
ウ
ガ
ン
ダ

、
南
は
モ
ザ
ン
ピ
ク

、

キ
ロ

、

日
本
の
約
二
倍
半
の
広
さ
を
も
っ

て
い

る
。
周
囲
は
東
側
忙
お
い
て
イ

経―

=
0度
か
ら
四

0
度
に
わ
た
っ
て
位
趾
し
て
お
り
、

ク
ン
ザ
ニ
ア
は
東
ア
フ
リ
カ
の
赤
道
に
近
く

、
南
緯
―
―
一
度
か
ら

タ
ン
ザ
ニ
ア
と
い
う
国

日
本
政
府
へ

キ

リ

マ

ン

ジ

ャ

ロ

開

発

ー

菓
ア
フ

リ

カ

の
過
程
を
再
現
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

ッ
ト

と
し
て
こ
の
国
の
開
発
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
ら
し
い

。

ウ
イ
お
よ
び
ザ
ン
ピ
ア

、

の
地
形
は
大
別
し
て
み
る
と
海
岸
地
域
、
中
央
台
地

、
高
地
お
よ
び
島
し
ょ
の

し
た
。
人
口
は
推
定
で
約
一
千
二
百
万
人
と
い
わ
れ

、

欧
州
人
が
い
る
。
国
語
は
英
語
と
ス
ワ
ヒ

リ
語
が
公
用
語
と

し
て

使
わ
れ
て
い

日
本
が
独
自
の
プ
ラ
ン
で
開
発
し

、

（
四
国
の
四
分
の
一
二
の
広
さ
）

「
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
ろ
く
の
高
原
地
帯
約

一
万

四
千
乎
方
キ
ロ

一
九
六

九
年
―

0
月
、

●' 

こ
こ
匠

パ
キ
ス
ク
ン
人

、

こ
の
う
ち
九
八
．
ハ
ー
セ

ク
ン
ガ
ニ
イ
カ
共
和
国
と
ザ
ン
ジ
パ
ル
人
民
共
和

「
日
本
の
明
治
百
年
の
進
歩
発
達

つ
い
で
イ
ン
ド
人

、

そ
し
て
、

ア
ラ
プ
人

、

こ
の
国
マ
ラ

面
積
は
約
九
四
万
平
方

西
は

コ
ン
ゴ
な
ど
の
各
国
に
接
し
て
い
る

。

（
社
会
主
義
国
家
）

と
し
て
成
立

一
度

、
東

そ
れ
を

．ハ

イ
ロ

の
開
発
の
正
式
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

ク
ン
ザ

ニ
ア

の
ジ
ャ
マ
ー
ル
大
蔵
大
臣
の
発
案
で

、

． ． 

そ
れ
は
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無
数
の
渓
流
が
流
れ
だ
し

、
森
林
帯
と
チ
ャ
ガ
族
住
地
を
ぬ
け
て
草
原
に
入
る

ま
た

、

に
湿
地
が
あ
り
、
灌
木
を
交
え
た
草
原
が
ひ
ろ
が
る
。

サ
イ
ザ
ル
の
プ
ラ
ン
テ
ー
ジ
ョ
ン
が
閑
発
さ
れ
て
い
る
。

0
0
メ
ー
ト
ル

の
地
帯
忙
は

、
幅
一
二
〇
キ
ロ

、

ー
ツ
ヨ
ン
が
あ
る
が

、

点
在
す
る
が

、

キ
ロ
の
森
林
帯
が
環
状
に
山
す
そ
の
帯
を
つ
く
つ
て
い
る

。

さ
れ
る
。

ア
フ
リ
カ
で
も

、

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
南
方
平
地
八

、

0
0
o
l
七

、

0

一
、
五

0
0
メ
ー
ト

ル
忙
は
コ
ー
ヒ
ー
の
プ
ラ
ン
テ

こ
の
地
帯
に
は
細
分
さ
れ
た
畑
と
多
く
の
小
屋
が

も
っ
と
も
高
い

、

は
岩
石

、
沙
漠
地
帯

、

こ
の
地
帯
に
は
所
々

も
っ
と
も
美
し
い
山
と
い
わ
れ
て
い
る

そ
の
西
方
に
世
界
第
二
の
湖
ピ
ク

ト
リ
ア

湖

が
あ
る

。
将
来
の
世
界
の
観
光
地
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

年
雪
と
氷
河
に
お
姦
わ
れ
て
い
る
。

地
で
あ
る
。
荒
地
の
下
―
―

r
o
o
o
l
二
、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
忙
は
幅
七

l
八

チ
ャ
ガ
族
の
住
地
は
二
、

0
0
0
~
I

、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
に
か
け
た
幅
六

ー
七
キ
ロ
の
地
帯
で
あ
る
。

れ
て
い
る

。

土
地
は
く
ま
な
く
開
墾
さ
れ

、

西
南
方

一、

0
0
0
~
 

の
が
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
で
あ
る

。

五

0
度
の
傾
斜
地
ま
で
耕
作
さ

長
さ
五

〇

キ
ロ
匠
わ
た
り
砂
糖

、

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
頂
に
近

s-=
、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
か
ら

さ
ら
に
そ
の
下
―
―
i
、

0
0
0
メ
ー

ト

ル

附

近

ま

で

は

荒

そ
の
下
四
、

0
0
0
メ

ー
ト
ル
近
く
ま
で

ン
ジ
ャ
ロ
は
五
、
九
八
五
メ
ー
ト
ル

、

赤
道
近
く
忙
あ
り
な
が
ら

、
頂
上
は
万

キ
リ
マ

と
の
地
方
忙
は

、
勤
勉
な
チ
ャ
ガ
族
五

0
万
人
近

く
が
住
ん
で
い
る
。

日
本
政
府

へ
申
し
入

れ

の
あ
っ
た
キ

リ
マ
ン

ジ
ャ
ロ
地
方

（
こ
の
地
方
の
中

ふ
も
と
に
あ
る
高
原
地
帯
で

、
年
間
平
均
鍛
高
気
混
は
二
九

・
六

度

、
最
低
気

温
は

一
七

度
で

、

心
都
市
は
モ
シ
）

ア
フ
リ
カ

最
高

峯

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ

●` 
降
雨
祉
は
年
間

一
、

0
0
0

二
、

0
0
0
、‘、
リ
と
推
定

は
、
標
高
五
九
八
五
メ

ー
ト

ル
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
の
南

．． 
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生
産

、
皮
革
加
工

、
食
用
油
し
阿
り
な
ど
で
あ
る
。
皮
革
加
工
は
パ
ン
ガ
ニ
河

く
さ
ん
お
り
、

の
草
原
に
い
る
牛

、
羊
な
ど
家
畜
の
ほ
か

、

現
在

、
す
ぐ
着
手
で
き
る
産
業
は
、

が
い
用
水
の
整
備

、
娯
協
組
織
の
育
成
な
ど
が
行
わ
れ

、
同
地
域
が
タ
ン
ザ
ニ

ア
国
妬
お
け
る
駒
発
．ハ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
匠
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

マ
ー
ル
蔵
相
は
こ
こ
忙
日
本
企
業
が
進
出
し
て
加
工
業
を
起

し
、

ヽ

ま
で
コ
ー
ヒ

ー

こ
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
地
方
の
産
業
開
発
は
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら
ず

、

開

発

の

米
、

夢

る
。
飼
料
の
草
は
下
の
草
原
ま
で
草
刈
り
に
出
か
け
る
よ
う
で
あ
る

。

る
か
ら
だ
と
思
う
。
晨
作
物
と
し
て
は
主
食
お
よ
び
酒
の
原
料
と

し
て

の
バ
ナ

ナ
を
主
と
し

、

い
る

。
家
畜
は
牛
で

、

パ
レ
イ
ジ
ョ

、

平
地
の
方
は
若
い
こ
と
と

、

勤
勉
な
部
族
で
あ
る
。
前
匠
も
述
ぺ
た
よ
う
忙
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
ふ
も
と
一

、

平
地
に
は
住
ん
で
い
な
い
。

チ

ャ

ガ

族 ． ． 

そ
れ
ら
を
利
用
で
き
る

。
食
用
油
の
原
料
と
し
て
は

、

ト
ウ
ガ
ラ
ジ

、

ッ
カ

、

サ
イ
ザ
ル
麻
を
緻
っ
た
ジ
ュ
ウ
タ
ン
の

サ
イ
ザ
ル
麻
た
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
程
度
な
の
で

、

牛
が
農
民
の
財
産
で
も
あ
り

、

サ
ッ
マ
イ
モ

、

ク
マ
ネ
ギ

、

そ
の
他
キ
ャ
ッ
サ
バ

、

ツ

マ

馬

、
，
 
ワ
ニ
な
ど
が
た

さ
ら
匠
か
ん

小
屋
で
舎
飼
い
し
て
い

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が
作
ら
れ
て

豆
類
、
小
麦
、

0
0
0
ー

ニ
、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
の

地
帯
に
帯
状
を
な

し
て
住
み

、

チ
ャ
ガ
族
は
四

0
ー

五

0
万
人
と
い
わ
れ

、
文
盲
率
が
低
く

、 ． ． 

ゴ
マ
ヽ

ジ
ャ
こ
れ

ラ
イ
麦

、

マ
ラ
リ
ヤ
や
ツ
ェ
ッ
ツ
ェ
縄
に
お
び
や
か
さ
れ

そ
の
下
の

ひ
じ
よ
う
に

と
と
も
忙
大
部
分
の
流
れ
は
地
下
に
も
ぐ
つ

て
、
草
原
湿
地
帯
を
つ
く
る

。

-2 2-



キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
南
ろ
く
の
開
発
方
式
と
し
て
は

、

意
見
は
ま

ち
ま
ち
の
よ
う
で
あ
る

。

本
の
産
業
発
展
の
歴
史
を
再
現

す
べ
き
だ
と
す
れ
ば

、

い
ず
れ
匹

し
て

も
、

国
の

す
み

ず
み
に
ま
で

入
り

こ
ん
で
協
力
し
て
い
る
日
本
宵
年
海
外
協
力
隙
一

二

0
名
の
男
女
隊
員
の
地
道
な
活
動

と
、
政
府
機
関
の
中
枢
部
に
入
り

こ
ん
で

と
も
あ
れ

、

開
発
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
計
画
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り

、

場
に
立
つ
て
発
想
す
る
よ
う
な
開
発
輸
入
の
ワ
ク
匠
は
め
て
は
な
ら
な
い
し

、

協
力
し
て
い
る

数
名
の
日
本

人
の
お
か
げ
と

言
わ
ね
ば
な

る
ま
い

。

は
楽
し
い
夢
忙
ち
が
い
。

民
間
な
の
か

ヤ
ー
の
脆
偏
か
ら
や
ら
ね
ば
な
る

ま
い
。

え
る
ぺ
き
か

、

加
工
業
を
考
え
る
べ
き
か

、

詞

装

方

式

宮

で
あ
っ
た

、

業
が
進
出
し

、

ル

ガ

ム

ヽ

、

ヒ
マ
ワ
リ

こ
う
し
た
雄
大
な
開
発
は

、
あ
く
ま
で
ク
ン
ザ
ニ
ア
国
の
産
業

こ
れ
ら
の
夢
を

可
能
に
し
た
の
は

、
数
年
前
か
ら
同

今
の
と
こ
ろ
夢
の
よ
う

な
話

で
は
あ
る

。

し
か

し
そ
れ

あ
る
い
は
政
府

と
民
間

の
協
同
に
よ
る
も
の
な
の
か

。

そ
の
事
業
主
体
は
日
本
政
府
な
の
か

、

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ

ジ
ヤ
マ

ー

ル
蔵
相
の
要
請
忙
応
え
て

、

設
菜
指
導
の
パ

イ
ロ
ッ
ト

フ
ァ
ー
ム
を
作
る
ぺ
き
か

、

晶
業
即
発

と
い
つ
て
も
プ
ラ
ン
テ

ー

ジ
ョ
ン

を
考

品
業
即
発
が
よ
い
の
か

通
産
省
の
野
口
昌
吾
氏
が
調
査
検
討
を
行
な
っ
た
。

現
地
産
業
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

除
虫
菊

、

ト
ウ
モ
ロ
コ
ッ

‘

ジ
ヤ
マ

ー

ル
蔵
相
は

、

金
扱
助
も
す
る
と
示
唆
し
て
い
る

。

こ
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
開
発
忙
つ
い
て
は

、

●^ 

当
時
日
本
大
使
舘
の
一
等
書
記

タ
ン
ザ
ニ
ア
側
は
と
く
匠
日
本
の
中
小
企

現
地
忙
進
出
す
る
企
業
が
あ
れ
ば

、

サ
イ
ザ
ル

、

コ
ー
ヒ
ー

、
綿
花

、
サ
ツ
マ
イ
モ

、

バ
ナ
ナ

、

油
ャ
ジ
の
栽
培
が
可
能
で
あ
る
。

ソ
バ

な
ど
が

栽
培
で
き
る
。

落
花
生

、

そ
の
他

、
換
金
作
物
と

し

て
、

あ
る
程
度
の
資

日
本
の
立

キ
ャ
ッ
サ
バ

、

． ． 

日
な
ど ソ
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あ
る
。

ア
や
ア
フ
リ
カ
ヘ
分
散
し
て

、
価
格
の
安
定
を
計
ろ
う
と
考
え
て
い
る
よ
う

で

で
あ
る
。

日
本
の
家
畜
飼
料
の
原
料
供
給
を
ア

メ
リ

カ

一
辺
倒
か
ら
東
南
ア
ジ

で
十
月
匠
新
会
社
を
つ
く
り
、

全
講
連
が
組
合
歿
易

、

ア
フ
リ
カ
の
炭
業
開
発
に
進
出
す
る
と
い
う
の

川
上
国
際
貿
易

、
大
阪
商
船
一
二
井
船
舶
の
合
同
出
資

コ
ツ
の
阻
発
輸
入
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
た

。

―
―
一
日
の
新
刷
に
全
購
連
が
ク
ン
ザ
ニ
ア
で
マ
イ
ロ

、

エ
チ
オ
。
ヒ
ア
で
ト
ウ
モ

ロ

「
海
外
袋
業
ニ
ュ

ー

ス

の
原
稿
を
印
刷
に

入
れ
る
段

階
忙
な
っ

て
、

ま
た
そ
う
し
た
ワ
ク
に
は
ま
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る

。

全
肛
迫

の
マ
イ
ロ

開
発
競

入

． ． 

． ． 

九
月

-2 4-



ス
ク
氏

、
前
．
ハ
ラ
オ
副
支
庁
長
矢
野
竹
雄
氏
の
三
名
が
来
日

、

す
る
か

、
⑰
保
護
独
立
す
る
か

、
⑤

ど

こ
か
の
国
に
帰
属
ナ
る
か
を
決
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る

。

大
き

い
島
が
六

、
小
さ
い
畠
が
数
多
く

、
最
大
の
島
は
パ
ラ
オ
島
で
あ
る

。
面

積
は
諸
島
を
合
せ

て
佐
度
ケ
島
の
四
五
％

、
淡
路
島
の
六
五
笏
て
い
ど

、
人
口

産
業
と
し
て
は
袋
業
と
漁
業

、

漁
業
を
守
つ
て
い
る

。

財
団
主
催
で
会

戦
前
忙
は
パ
イ
ン
ナ
ッ
プ
ル
の
栽
培
が
盛
ん
で

、
缶
詰
工
場
な
ど
も
―
―
一
工
場

カ
カ
ォ
も
戦
時

気
候
は
海
洋
性
だ
が

、
年
雨
絨
は
一
二

、

0
0
0
か
ら
四

、

0
0
0
、‘、
リ
で

、

柏
木
の
生
長
は
日
本
の
五

ー
六
倍
の
速
さ
だ
と
言
わ
れ
る

。
乾
季
が
な
い
か
ら

中
に
試
み
ら
れ
た
が

、
今
は
さ
つ
ば
り
の
よ
う
で
あ
る

。

で
き
て
活
気
を
呈
し
た
が

、
今
は
そ
の
か
げ
も
見
ら
れ
な
い

。

リ
カ
の
信
託
政
府
の
役
所
に
勤
め

、
年
長
者
が
辛
う
じ
て

、
自
給
的
な
翡
業
や

前
の
日
本
の
統
治
領
時
代
の
よ
う
な
お
も
か
げ
は
な
く

、
若
い
人
た
ち
は
ア
メ

あ
る
い
は
半
製
半
漁
で
あ
る
が

、
益
業
は
戦

は
約
一
万
二
千
名
ぐ
ら
い
で
あ
る

。

る
太
平
洋
上
匠
あ
る
か
ら

、
北
緯
で

O
l
-
0
度
の
間
に
位
陀
す
る

。

パ
ラ
オ
諸
島
は

、

と
こ
ろ
が

、

そ
し

て

フ
ィ

リ
ピ
ン
の
南
の
端
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
束
方
に
あ
た

二
五
年
を
経
た

一
九
七
二
年
花
は
住
民
投
猥
に
よ
っ
て

、
り
独
立

託
さ
れ
た
が

、

ア
メ
リ
カ
は
高
等
弁
務
官
を
お
い
て
統
治
忙
あ
た
っ
て
い
る
。

パ
ラ
オ
諸
島
は
大
戦
後
国
連
の
信
託
統
治
と
な
り

、

合
を
も
ち

、
約――
;

o

名
の
参
会
者
を
え
た

。

先
般
パ
ラ
オ
諸
島
の
大
酋
長
ゴ
リ
ヤ
ク
ル
氏

、

パ
ラ
オ
諸
島

の
開
発
冗

つ
い
て

．． 

ア
メ
リ
カ
が
統
治
を
委

ハ
ラ
オ
市
々
会
議
員
シ
ル

ペ

●” 
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を
見
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
ま
ま
牛
の
お
墓
忙
な
っ
て
し
ま
う
。
林
業
は
こ
と
の
外
有
望
で
あ
る

。

そ
れ
は
何
と
い
つ
て
も

、
年
雨
砒
四

、

0
0
0
、‘、
リ
、
木
の
生
長
の
速
い
こ
と

ッ
ポ
が
掘
ら
れ
て
い
る
の
で

、
牛
な
ど
は

、

ひ
と
た
び
ク
コ
ツ
ボ
ヘ
落
ち
れ
ば

、

畜
産
も
有
鉗
で
あ
る
が

、
山
ゃ
．
ツ
ヤ
ン
グ
ル
の
中
に
は
戦
時
中
無
数
の
ク
コ

あ
る
い
は
将
来
の
観
光
疑
業
や
漁
業
も
考
え
ら
れ
る

。
漁
業
と
い
え
ば
海
ガ
メ

や
ワ
ニ
の
投
殖
も
そ
の
一

う
で
あ
る

。

イ
バ
ン
忙
は
ワ
一
ー
は
い
な
い
が

、

こ
の
群
島
に
は
た
く
さ
ん
の
ワ
ニ
が
い
る
そ

つ
で
あ
る

。
汲
近
日
本
人
が
殺
到
す
る
グ
ア
ム
や
サ

供
給
す
る
こ
と
ぐ
ら
い
は
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い

、

と
い
う
の
で
あ
る

。

ど
が
考
え
ら
れ
る

。
せ
め
て
寄
港
す
る
日
本
漁
民
約
一
万
人
に
野
菜
、
果
物
を

う
な
産
業
を
興
し
た
い
と
意
図
し
て
い
る

。
品
業
を
主
と
し

、
漁
業
や
観
光
な

い
ま
島
の
大
酋
長
は
じ
め

、
島
の
誤
会
で
は

、
何
と
か
し

て
自
活
で
き
る
よ

る
。
――:0
0
万
弗
を
島
民
の
福
祉
更
生
資
金
と
し
て
出
す
と
い
う
協
定
が
で
き
て
い

と
ア
メ
リ
カ
と
の
間
陀
マ
イ
ク
ロ
ネ
シ
ア
協
定
と
い
う
の
が
で
き

、

野
菜
、
果
物
な
ど
の
食
税
の
補
給
を
う
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る

。

砂
糖
に
は
適
さ
な
い
よ
う
で
あ
る

。

用
に
作
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
漁
民
は
こ
の
附
近
に
操
業
す
る
が

、
年

一
万
人
ぐ
ら
い
が
寄
港
し
て

、

．． 

．． 
日
本
か
ら
日
本

も
ち
ろ
ん

、
各
種
の
野
菜
や
果
物
は
自
給
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計
画
が
実
施
さ
れ

、

引
を
行
な
い

、

二
万
一
二
九
五
五
ヘ
ク
ク
ー
ル
に
イ
ン
マ
ス
が
実
施
さ
れ
た
。

取
引
に
あ
た
つ
て

、

各
デ
サ
に
派
逍
さ
れ
て
調
査
監
瞥
匠
あ
た
ら
せ
る
。

袋
民
と

将
来
の
普
及
が
紺
ま
れ
て
い
る
ピ
マ
ス
計
画
の
モ
デ
ル
と

し
て

注
目
さ

一
九
七

0
．
七
一

年
雨
季
の
初
め
か
ら
新
形
式
の
ピ
マ
ス
が
院
始
さ
れ
る
が

こ
れ
は
す
で
に
一
九
六
九

・
七

0
年
の
一
一
一
月
か
ら
。
ハ

イ
ロ
ッ
ト
計
画
「
デ
サ

単

位
ピ
マ
ス
」

る
屈
民
に
直
接

、

サ
単
位
ピ
マ
ス
は

、
水
田
五

0
0
ヘ
ク
ク
ー
ル
か
ら
六

0
0
ヘ
ク
ク

ー
ル

を
一

単
位
と
し

、

迅
速
に
与
え
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
各
々
の
デ

B
 R
I

(
~
民
銀
行
）

B
R
I
は
直
接
取

村
長
は
炭
民
の
誠
実
性
を
保
証
す
る

。

一
九
六
九

・
七

0
年
の
田
植
期
に
は
二
万
八
―
―
―
五
ニ
ヘ
ク
ク

ー
ル

に
ピ
マ

ス

か
ら
専
門
家
一
人
お
よ
び
補
助
員
二
人
が

低
利
子
で

、

デ
サ
単
位
ピ
マ
ス
計
画
の
原
則
は

、

ク
レ
ジ
ッ
ト
が
ピ
マ
ス
計
画
に
参
加
す

行
政
が

製
民
に

接
近

サ
は
村
の
慈
）

す
る
目
的
で

、

ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
ク
で
実
施
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。

（

デ

(

B

i

n
a
s
 
U
s
i
 t
 
D
e
s
a
 }
-
1
J
し
て
、

従
来
の
ピ
マ
ス
計
画
を
改
革

れ
よ
う

。

画
は

、

で
も

、

ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
ク
で
行
な
わ
れ
て
い
る
イ
ン
プ
ル

ー
ド

注
た
と
も
な
い

、

七
一
年
度
雨
季
か
ら

、

イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
政
府
は

、

村

（

テ

サ

）

単

位

ピ

マ

ス

．． 
政
府
は

、
新
し
い
ピ
マ
ス
計
画
を
校
索
中
で
あ
る
が

、

ピ
マ
ス

ゴ
ト
ン

ロ
ヨ

ン

ピ
マ
ス
制
度
手
直
し
の

（
外
国
民
間
企
業
の
融

一
環
と
し
て

、

ー

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
ク
の
イ

ン
プ
ル

ー
プ
ド

・
ビ
マ

ス
• • 

ピ

マ

ス
計
な
か

一
九
七

0

-2 8-



四

0
万
ル
ビ
ア
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

ら
一
九
六
九

・
七

0
年
の
雨
季
ま
で
に
ピ
マ
ス
ク
レ
ジ
ッ

ト
と
し
て

ま
た

、

―
―
―
一
五
万
ル
ビ
ア
を
要
す
る

。

倉
庫
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
供
与
す
る
た
め
妃

、

六
件
の
倉
庫
を
各
地
に
建
設
す
る

。
建
設
費
は
総
額
ニ
―

B
R
I
 

サ
の
ナ

一
佑

、

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
得
る
た
め
に

、

の
米
倉
に
担
保
と

し
て
籾

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
の

B
R
I

か
ら
一
九
六
七

•

六
八
年
の
雨
季
か

こ
れ
は
収
穫
時
の
低
米
価
か
ら
農
民
を
救
済
す
る
目
的
で
創
設
さ
れ
た

。

B
R
H

か
ら
供
与
さ
れ
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
は
倉
庫
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
含
ん
で
い
る
。

倉
庫

ク
レ
ジ
ッ
ト ニ

四

一
九
七

0
．
七

一
年
田
植
期
の

ー
デ
サ

、

う
ち
未
払
残
高
は
―
ニ

・
五
笏
の

（

も

み

）

農
民
は

、

ス
一
＝
万
九
―
―
―
七
四
ヘ
ク
タ

ー

ル
で
あ
る

。

七

0
年
の
田
植
期
に
は
デ
サ
単
位
ビ

マ
ス

一
億
一
囮

五
四
万
ル
。
ヒ
ア

、
各

ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ

B
R
H

一
四

は

を
預
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

米
価
が
上
昇
す
る
ま

で

の――
一
カ
月
間

、

ニ
四
七
ク
チ
ヤ
マ
ク
ン
に
ま
た
が
る

。

こ
の

こ
れ
は
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
ク
の
全
デ

B
R
I

の
計
画
は
一
＿
一
五
件
の
デ
サ
単
位
。
ヒ
マ

て
四
―
―
―
二
五
万
ル
ピ
ア
の
貸
付
が
す
で
に
与
え
ら
れ

て
い
る

。

一
万

0
-二
八
―
―
―
ヘ
ク
ク

ー

ル
分

と
し

一
人
に
対
す
る
貸
付
一
二
六
七

0
万
ル
ピ
ア
の
支
出
が
ま
だ
滞
っ
て
い
る
。

九
笏
の
四
四
六
五
万
に
。
ヒ
ア
が
実
際
に
支
出
さ
れ
た
。

た
信
用
額
は
八

―
―
―
一
五
万
ル
ビ
ア
で
あ
る
。

八
件
の
デ
サ
単
位
ピ
マ
ス
計
画
に
は

、

一
八
件
に
逹
し

、

． ． 

し
か
し

、

一
万

一
九

一
九
七

0
年
六
月
末
ま
で
に
五
四

―
二
四
デ
サ
が
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
参
加
位
民
数
は
二
万
五
二
九
七
人
で
あ
る
。

一
九

六
九

・
七

0
年
田
植
期
に
デ
サ
単
位
ピ
マ
ス
計
画
を
通
じ
て
供
与
さ
れ

ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
ク
全
体
の
約
一
二

0
%
、

実
施
面
租
は

一
万
九

0
一
九
ヘ
ク
ク

ー

ル
で
あ
る
。

合
計
で
五
万
ニ
―
二

0
七

ヘ
ク
ク

ー

ル
で
あ
る

。

．． 

こ
の

こ
の
う
ち
デ
サ
ピ
マ
ス
単
位
は
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接
取
引
を
行
な
う
こ
と

、

ょ
つ
て

、
適
切
な
信
用
供
与
活
動
が
望
ま
れ
る
。

必
要
と
な
ろ
う
。

て
い
る
が

、

（
ア
ジ

ま
た
殷
民
保
護
を
目
的
と
し
た
倉
庫
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

そ
の
点

B
R
I

と
煤
民
が
直

こ
の
計
画
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は

、

度
は
新
し
い
試
み
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

行
政
組
織
の
改
善
に

ア

経

済

研

究

所

尾

村

敬

二

）

こ
の
成
否
如
何
に
よ
っ
て
再
び
ピ
マ
ス
計
画
の
大
幅
な
手
直
し
が

以
上
の
よ
う
に

ジ

ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
ク
で
は
新
し
い
ビ
マ
ス
計
画
が
実
施
さ
れ

―――

―
万
ル
ビ
ア
で
あ
る

。

•• 

．． 
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れ
る
が

、

佑
近
く
エ
ー
カ
ー
当
り
収
盤
が
増
加
し
た
匠
も
か
か
わ
む
ず
、

で
き
な
か
っ
た

。

な
か
で

、

っ
て
い
る

。

の
設
定
し
た

、

囲
を
動
揺
し

て
い
る
に
過
ぎ
な
い

。

れ
て
い
る
が

、

こ
れ
に
は

｀

そ
れ
ら
の
要
因
は
社
会
経
済
構
造
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

い
る
い
ろ
の
要
因
が
考
え
ら

公
式
筋
が
認
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と

、

い
ま
だ
低
い
範

過
去
十
年
問
忙

五
年
間
で
五

0
ー
六
〇
物
の
エ
ー
カ

ー
当
り
収
址
培
加
は
逹
成

ひ
じ
よ
う
な
成
功
と
言
わ
れ
て
い
る
が

、

恵
ま
れ
な
が
ら

、
米
作
に
力
を
注
い
で
き
た
。

「
緑
の
革
命
」

程
で
新
た
な
社
会
的

、
経
済
的
問
姐
を
生
ん
で
い
る

。

製
係
と
さ
れ
て
い
な
い

≫

「
緑
の
革
命
」

は
、

般
的
に
は
主
と
し
て
イ
ン
ド
北
西
部

．ハ
ン
ジ
ャ

ー
プ
州
の
小
麦
妬
つ
い
て
言
わ

は
昨
年

、
女

・
子
供
を
中
心
と
す
る
農
業
労
働
者
の
家
族
が
四
二
人
も

、

側
の
暴
力
団
に
よ
つ
て
焼
き
殺
さ
れ
る
と
い
う
ジ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
が
起
こ

さ
れ

、
新
品
種
の
胸
発
、
導
入

、
十
分
な
肥
料
投
入

、
機
能
的
な
行
政
機
構
に

こ
の
地
域
は
I
A
D
P
地
域
の

そ
れ
で
も

、
計
画
立
案
者

一
九
六

0
年
四
月
以
降
I
A
D
P
地
域

（
集
約
殷
業
罪
発
計
画
地
域
）

ク
ン
ジ
ョ

ー

ル
地
区
の
ク
ン
ジ
ャ
ヴ

ー

ル
は

、

こ
れ
も
「
緑
の
革
命
」

州
の
米
作
穀
倉
地
帯
ク
ン
ジ
ョ
ー
ル
地
区
に
つ
い
て
述
ぺ
て
み
た
い
。

こ
こ
で
は
南
部
イ
ン
ド
の
ク

ー
ミ
ナ
ル

、

イ
ン
ド
炭
業
の

緑

の
革
命
は
進
ん
だ
が

●― 
「
緑
の
革
命
」

は
、

本
来
自
然
的
条
件
も
よ

い

が
、

忙
よ
る
煤
村
の
社
会
構
造
の
変
化
と
は
無

ナ
ト・

な
ど
を
通
じ
て

、
殷
菜
生
産
力
の
上
昇
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
が

、
に
指
定

地
主

こ
こ
で

（
旧
マ
ド
ラ
ス
）

そ
の
過

新
品
種
の
導
入

、
多
拡
の
肥
料
の
投

入

と

農

村

社

会

の

変

化

ー

イ

ン
ド

．． 
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「
緑
の
革
命
」

に
よ
る
と

、

に
対
す
る
情
熱
を
わ
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
る
う
。

地
主
の
個
人
的
使
用
が
含
ま
れ
て
い
る
。

え
れ
ば
土
地
取
上
げ
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
忙
現
行
法
で
は

、

そ
の
条
件
に
は

、

自
由
に
土
地
を
取
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
以
上

、
小
作
農
民
は
安
心
し
て

、

小
作
権
を
保
護
し
ょ
う
と
す
る
傍
ら
、
地
主
に
一
定
の
条
件
を
備

意
欲
を
損
つ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
い
う

J

員
会
も
地
主
の
取
分
を
四
分
の

一
匠
す
ぺ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が

、

こ
こ
か
ら
、
科
学
的
農
法
に
よ
る
増
産
分
を

、

増
産
意
欲
を
引
ぎ
出
す
イ
ン
セ
ン
テ
イ
プ
の
欠
如
で
あ
る

。
ず
つ
と
以
前
佼
施

行
さ
れ

、
今
も
通
用
し
て
い
る
刈
分
け
小
作
法
に
よ
れ
ば

、

物
の
四

0
％
を
地
主
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
の
導
入
に
よ
っ
て

、

小
作
人
は
粗
生
産

こ
れ
で
は

、

地
主
が

世
銀

地
主
と
小
作

と
し
て
彼
の
労
働
の
成
果
を
以
前
と
同
一
の
比
率
で
も
つ
て
地
主
に
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

。

で
ど
う
分
配
す
る
か
を
め
ぐ
る
新
し
い
形
の
争
い
が
生
れ
る
。
政
府
の
計
画
委

の
独
自
の
調
査
に
よ
っ
て
も

、
炭
業
の
新
展
開
に
と
も
な
っ
て

、
社
会
的
緊
脹

が
高
ま
つ
て
お
り
、
経
済
的
不
均
衡
が
農
村
地
帯
に
拡
大
し
て
い
る

こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
る

。
現
地
の
役
人
の
意
見
も

、

さ
ら
に
別
の
要
因
と
し
て
は

、

刈

分

け

小

作 ●° 

小
作
の
分
配
率
の
低

さ
が

、
生
産

小
作
権
保
護
沃
の
抜
け
穴
で
あ
る
。
現
行
法

限
の
も
の
を
引
出
す
こ
と
を
要
求
さ
れ
な
が
ら
、

生
産
性
を
上
げ
よ
う
と
い
う
意
欲
を
わ
か
せ
な
か
っ
た

。
小
作
料
の
不
払
い
や

｀

し
か
し
片
方
で
は

、

は
一
方
て

、
投
入
肥
科
へ
の
投
資
、
新
品
種
の
実
験
に
よ
り
、

士
地
か
ら
最
大

ま
っ
た
く
新
し
い
状
況
が
生
ま
れ
て
き
た
。

い
ぜ
ん

小
作
農
民

そ
れ
が

、
科
学
的
農

小
作
農
民
は

最
初
に
し
て
最
大
の
要
因
は

、
実
際
に
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
小
作
農
民
の

●‘ 
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か
が
わ
れ
よ
う
。

斗
争
」

の
激
化

、

問
題
で
は
な
く

、
全
イ
ン
ド
的
な
性
格
を
も
つ
て
い
る
こ
と
は

、

か
の
カ
ギ
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

人
の
ハ
リ
ジ
ャ
ン
を
中
心
と
す
る
農
業
労
働
者
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り

、

行
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
ゆ
え

、

構
造
の
新
た
な
変
化
で
あ
る

。

の
革
命
」

に
代
表
さ
れ
る
般
業
生
産
力
の
長
期
的
発
展
を
可
能
に
す
る
か
ど
う

と
不
満
の
増
大
忙
対
し
て
、

地
主
対
船
業
労
働
者
の
対
立
激
化
は

、
農
業
生
産
力
上
昇
に
伴
な
う
農
付
社
会

政
府
は
法
律
で
も
つ
て
適
正
賃
金
を
決
定
し
よ
う
と
し
た
が
必
ず

し
も
う
ま
く

の
緊
張
関
係
も
激
化
の
一
途
を
た
ど
つ
て
い
る
。

い
る
。

る。

そ
れ
に

、

諸
般
の
条
件
を
考
え
れ
ば
さ
ら
に
五
年

の
年
月
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
診
断
し
て

フ
ォ
ー
ド
財
団
の
一
尋
問
家
も

、
米
作
で
生
産
性
の
急
上
昇
を
み
る
に
は

、

地

主

対

燥

業

労

鋤

者

こ
の
よ
う
匠

、

の
安
定

、
適
正
な
小
作
料

、
所
有
権
の
安
定
な
ど
が
直
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

●― 
「
緑
の
革
命
」

地
主

、

「
緑
の
革
命
」

の
達
成
に
は

、

小
作
人
の
土
地
追
立
て

、
農
業
労
働
者
の
増
加

（ア

ジ
ア
経
済
研
究
所

消

水

学

）

一
部
地
域
忙
み
ら
れ
る
ナ
ク

サ
ラ
イ
ト
の
動
き
な
ど
か
ら
う

こ
れ

は
、

「
土
地
占
拠

タ
ン
ジ
ョ

ー

ル
だ
け
の
地
域
的
な

ど
の
よ
う
な
解
決
策
を
提
示
で
き
る
か
が

、

「
緑

の
過
程
に
出
て
く
る
地
主
対
刈
分
け
小
作
人

、

こ
の
関
係
は
生
産
性
向
上
に
よ
い
影
哨
を
与
え
て
は
い
な
い
。

こ
の
地
域
の
東
部
で
五

0
万

小
作
関
係
だ
け
で
な
く

、

ク
ン
ジ
ョ
ー
ル
で
の

地
主
対
農
業
労
働
者
の
間

●' 

小
作
権
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た
は
他
の

I

D

B
メ
ン
バ

ー
国
へ
の
支
払
い
だ
け
に
使
用
で
き
る

。

に
ロ
ー
ン
を
出
す
の
を
さ
け
る

。
融
資
さ
れ
る
さ
き
は
民
間
企
菜
で
あ
り

、

銀
と
異
な
り
、

だ
し

、
社
会
進
歩
信
託
基
金
は

、

・
ロ
ー
ン

で
は
な
く

、
加
盟
国
以
外
か
ら
の
特
資
贈
入
も
差
し
支
え
な
い

。

る
。 (3) (1) 

ま
た

、

に
あ
る
。

そ
の
際

、
政
府
保
証
を
求
め
な
い

。

ま た

I

D

B

ロ
ー
ン

は
ク

イ
ド

ア
メ
リ
カ
ま
た
は
ロ
ー
ン
を
受
け
る
国

、
世

い
ず
れ
も
加
盟
国
の
金
融
機
関
を
な
か
に
介
在
さ
せ

、
直
接
企
業

・
ロ
ー
ン
の
ば
あ

い
、

前
者
で

は
エ
菜
の
方
匠
ウ
エ
イ

ト
が
い
く
ぶ
ん
高
く

、
後
者
で
は
農
業
に
ウ
エ
イ

ト
が

高
い
し

、
教
育
に
も
い

く

ぷ
ん
ウ
エ
イ
ト
を
お
い

て
い
る
ち
い
う
ち
が
い
が
あ

通
常
資
本
の
ば
あ
い
や
特
別
基
金
の

ソ

フ
ト

る
ロ
ー
ン
が
原
則
で
あ
る

。

い
ず
れ
の
基
金
の
使
用
に
つ
い
て
も
世
銀
同
様
特
定
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
す

⑰

特

別

基

金

財

源

I

D

B
の
資
金
は
次
の
王
つ
に
区
別
さ
れ
る

。

国

際
金
融
機
関

I

D

B
は
世
銀
を
範
と
し

、

通

常

資

本

財

源

社
会
進
歩
信
託
碁
金

一
部
贅
本
を
払
い
込
み

、

の
一
九
カ
国
と
ア
メ
リ
カ
の
合
計
二
〇
カ
国
か
ら
な
り
、

I

D

B
は
一
九
五
九
年
末
設
立
し

、
加
盟
国
は
キ
ュ
ー
バ
を
除
く

、
中
南
米

I
nt
e
rー

A
m
e
r
i

c
a
n

D
e
u
e
l
o
p
m
e
nt
 
B
a
n
k
 

米

州

開

発

銀

行
（
そ
の
二
）

本
部
は
ワ
ジ
ン

ト
ン

あ
と
は
必
要
に
応
じ

て
加
盟
国
に
払
い
込
み
の
訊
求
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き

、

民
間
資
本
市
場
で
資
金
調
達
を
す
る
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
と
し
た

。

そ
れ
を
も
つ
て

現
在
エ

D

B
の
授
栢
資
本
は
ニ
ー
億
五

0
0
0万
ド
ル
で
あ
る

。

． ． 

． ． 
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ン
の
賓
金
を
確
保
す
る
こ
と
と
が
問
題
で
あ
ろ
う

。

D

B
と
同
様

、
次
に
は
社
偵
を
発
行
す
る
こ
と
と
特
別
基
金
の
ソ
フ

ト

か
ら

、

あ
る
が

、
特
別
基
金
財
源
は
払
い
込
み
済
み
資
本
の
一
〇
佑
以
内
を
保
留
す
る

る
。
通
常
咲
本
財
源
は
授
権
資
本

、
借
入
れ
に
よ
り
調
達
す
る
賓
金
が
主
体
で

は

と
く
に
低
業
振
興
の
た
め

・
ロ
ー

加
盟
国
な
ど
か
ら
の
受
入
れ
に
よ
る

。

し
た
が
つ
て
ア
ジ
ア
開
銀
は

I

ア
ジ
ア
閑
銀
で
は

I

D

B
と
同
様

、
通
常
査
本
と
特
別
基
金

と
を
分
け

て
い

は
コ
ン
バ

ー
テ
イ
プ
ル
通
貨
と
自
固
通
貨
と
半
々
に
す
る
。

あ
る
。

し
た
が
つ
て

、

故
税
的
に
推
進
し
た

。

ア
ジ
ア

胎
発
銀
行

一
年
に
約
一
像
ド
ル
．
つ
つ
払
い
こ
ま
れ
る

。
払

い
込
み

い
込
み

、
半
分
は
コ
ー
ラ
プ
ル
な
も
の
と
し

、
払
い
込
む
部
分
も
五
年
分
割
で

一
億
ド
ル
で
あ
る
が

、

エ
カ
フ
エ
域
内
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
る

。
半
分
を
払

で
ひ
ら
い
た

。
加
製
国
は
―
―
―
ニ
カ
国

（
域
内

一
九
、
域
外
―
―
-
i
)
、
投
権
資
本

一
九
六
六
年

一
月
ア
ジ
ア
開
銀
は
創
立
総
会
を
東
京

形
態
に
よ
る
資
金
援
助
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

。

I

D

B

ロ
ー

ン
の
特
色
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ス
ト
の
五

0
％
限
度

I

D

B

の
融
資
は
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
ロ

ー

ン
に
限
定
さ
れ

て
い
る

。

ペ
ー

ス
に
よ
る
も
の
か
ら

、
装
期
低
利
の
閑
発
独
査
匠
至
る
ま
で
広
範
囲
に
わ

な
お

I
D

B

忙
対

し
て

は
、

日
本
も
輸
銀
金
融
に
よ
る
協
力
的
融
汽
を
実
施
し
て
い
る

。

民
族
主
義
色
の
強
い
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
開
発
援
助
の
形
態
と

し
て

は
、

ア
ジ
ア
人
自
身
の
イ
ニ

ジ
ア
テ
イ

プ
を
強
調
す
る
よ
う
な
多
国
間
ペ

ー

ス
の

援

助
が
適
切
と
い
う
こ
と
か
ら
、
国
連
の
B
C
A
F
E
が
ア
ジ
ア
開
銀
の
設
立
を

た
つ
て
い
る

。
域
外
諸
国
か
ら
も
伯
券
の
引
き
受
け
や
貸
付
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の

融
賢
活
助
は
加
盟
国
諸
国
の
経
済
閉
発
を
促
進
す
る
た
め
の
コ
マ

ー

シ
ャ
ル

ア
イ
ナ

ン

ス
し
か
し
な
い

。

・ ・

． ． 

こ
フ
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ザ
ニ
ア

幹
線
道
路
(

K
E

N

Y

A
)

水
力
発
電
ダ

ム

で
I

B

E
R

I

A

)

い
。 こ

と
や

、

ジ
ョ
ン
の
派
逍
、

程
度
の
ソ
フ
ト

肥
料
工
場
の
建
設

の
約
束
を
表
明
し

て
い
る

。

第
に
動
き
出
し

て
い

る
。

ロ
ー

ン
供
与
以
外
、

煤
染
調
査
な

ど
も

活
発
に
行
な
っ

て
い

る
。

ア
ジ
ア
罪
銀
は
域
内
加
盟
国
の
保
有
資
金
が
全
体
の
六

0
％
を
下
回
ら
な
い

ア
フ
リ
カ

開
発
銀
行

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
経
済
開
発
陀
貢
献
す
る
の
を
目
的
と
す
る
ア
フ
リ
カ
開
銀
の
協
定

は
国
連
の
ア
フ
リ
カ
経
済
委
負
会
が
中
心
と
な
．つ
て
推
定
さ
れ

、一
九
六
―
―一
年
八
月

K
h
a
r
t

o
u
m
 

業
即
始
し
た

。

に
お
い
て
成
立
し
た
。

は
ア
フ
リ
カ
の
一
二
〇
カ
国
で
授
権
賢
本
は

二
億
五

0
0
0
万

ド
ル

で
あ
る
。

総

応
蘇
者
は
ア
フ
リ
カ
の
独
立
国
で

、

(
U
P
P
因

R

—

ザ
ン
ビ
ア
）

特
別
碁
金
財
源
と

し
て
。

ダ
か
ら
一
億
ド
ル

、

．． 

ス
ク
ッ
フ
も
ア
フ
リ
カ
人
以
外
は
使
わ
な

イ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
設
計

(
T
U
N
I
S
I
A
)

V

O

L

T
A

)
 

都
市
水
道
建
設

は

一
九
六
四
年
九
月
に
施
行
さ
れ

、

（
ウ
ガ
ン

ダ
）
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
所

（
象

牙
海
岸
国
）

、
鉄
道
建
設
調
査

ト
に
ロ
ー
ン
が
行
な
わ
れ
て
い
る

。
他
忙
ガ

ー
ナ
と
E
N
T
E
N
T
E

S
T
 A
T
 E
S
 

こ
の
本
部
は
象
牙
海
岸
国
の

A
b
i
d
j

a
n

（
ク
ン

に
あ
る

。
加
盟

国

ア
フ
リ
カ
開
銀
は

一
九
六
六
年
七
月
に
作

I

D

B

を
範
と
し
て
い
る

。

こ
の
協
定

総
裁
は
域
内
諸
国
の
国
民

で
あ
る
こ
と
な
ど
が

定
め
ら

れ
て
い
る

。

発
公
団
に
対
す
る
五

0
0
万
ド
ル
の
ロ
ー
ン
か
ら
始

ま
り

、

ア
ジ
ア
開
銀
は
次

調
査
お
よ
び
技
術
援
助
の
ミ
ッ

ロ
ー

ン
も
一
九
六
八
年
に
入
っ
て
対
ク
イ
産
業
開

ア
メ

リ
カ

、
力

ナ

ダ

ヽ

の
特
別
基
金
と

し

て
ア
メ
リ
カ
か
ら
二

億

ド
ル

、

英
国

、

オ
ラ
ン
ダ
が
拠
出

・
ロ
ー
ン
と
す
る
考
え
が
伝
え
ら
れ

て
い
る

。

合
計
四
憶
ド
ル
を
集
め

、

年
―
―
―•
五
佑
返
済
期
間
二
五
年

日
本
か
ら
一

億

ド
ル

、

．． 

カ
ナ
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一
般
工
業
、
農
業

、

政
治
的
色
彩
や
政
治
的
動
機
を
排
除
す
る

。

持
主
株
は
最
高
四

0
万
ド
ル
で

、
最
低

一
0
万
ド
ル
で
あ
る

。

六

0
万
ド
ル

（
九
社
）

で
あ
る
。

六

0
万
ド
ル

（
七
社
）

、
欧
州

、

．
、

カ
ナ
ク

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ヤ
グ
ル

ー
プ
が
五

い
込
ん
だ
国
と
金
額
は
日
本
が
互
六

0
万
ド
ル

‘ 

.
、

カ
ナ
ク

グ
ル

ー
プ
ニ
八
社
で

、

―
二
社
の
内
訳
は
日
本
五
六
社

、

で
ヽ

ッ
ヽ

た
。

そ
の
う
ち
日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
三
分
の

一
を
分
担
す

る
大

資
し

、
授
権
資
本
金
四

0
0
0
万
ド
ル

（
払
込
み
資
本
金

一
六
八

0
万
ド
ル
）

す
る
た
め
に

、

P

I

C

A
は
、

イ
ギ
リ
ス

、

株
主
で
あ
る

。

予
定
株
主

一

日
本
、

.、

カ
ナ
ク

お
も
に
ア
ジ
ア
の
軽
工
業
を
中
心
と
す
る
中

小
企
業
の
育
成
を

こ
れ
は

、

日
米
豪
加
お
よ
び
欧
州
の
財
界
が
ア
ジ
ア
の
経
済
詢
発
を
促
進

P
I
C
A

は
昭
和
四
三
年

~

―
二
月
に
設
立

、

昭
和
四
四
年
―
―
一
月
業
務
開
始
し

ア
フ
リ
カ
開
銀
は

、
国
連
ア
フ
リ
カ
経
済
委
員
会

、

P
r
1
v
a
 

I
n
v
e
s
t
m
e
n
t
 

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
協
力
し
て
設
立
し
た

。

ヽ

ア
メ
リ
カ

フ
ラ
ン
ス
な
ど
先
進
国
―
ニ
カ
国
の
大
企
業
一

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ

、

A
は
純
民
間
会
社
で
あ
り
、

オ
ー
ス

ト
ラ
リ

ア、

業
務
内
容
と
し
て

、
民
生
の
向
上
匠
役
立
つ

I
B
R
D
,
 

ア
メ
リ
カ
ニ
八
社

、
欧
州

、

こ
の
う
ち

、

（ニ

―
社
）

林
業
、
鉱
業
に
対
し
て

、
出
資
、
貸
し
付
け

、
保
証
、
技
術

、
経
営
の
指
導
を

゜

C
a
mp
a
n
y
 f
o
r
 
A
s
i

a
 

ア
ジ
ア

民

間

投

資

会

社

F
A
O
 

U
N
E
S
C
D
等
の
国
際
機
関
と
密
接
な
関
係
が
あ
る

。

と
の
間
の
経
済
協
力

の
可
能
性
に
関
す
る
調
査

、

• 9 

水
産
業
、

ア
メ
リ
カ
が
五

す
で
に
払

―
二
社
が
出

西
ド

イ

U
N
D
P
,
 

こ
の

P

I

C

ピ
資
源
の
調
査

、
観
光
事
莱
に
関
す
る
詢
査
等
が
行
な
わ
れ
て
い
る

。

西
ア
フ
リ
カ

妬
お

け
る
小
ェ

●‘ 

-3 7-



こ
の
銀
行
は

、

コ
メ
コ

ン
諸
国
間
の
多
角
決
済
を
行
な
う
国
際
経
済
協
力

の
線
忙
沿
っ
た
経
済
建
設
の
促
進
を
目
的
と

し

て
い
る

。

の
共
辿
通
貨
で
あ
る
振
替
ル

ー
プ
ル
で

、
残
り
＝
戸
限
ル
ー
プ
ル
は

「
資
本
主
義

国
か
ら
設
備
と
ラ

イ
セ
ン
ス
を
uu

只
い
付
け
る
た
め
」
交
換
可
能
通
貨
で
払
い
こ

授
権
資
本
は
一

0
億
ル

ー
プ
ル
で

、

銀
行
と
な
ら
ん
で

、
長
期
、
中
期
の
融
究
に
よ
り

、

る
。
チ
ェ
コ
ス
ロ

パ
キ
ア

、

印
固
は

、
プ
ル
ガ
リ
ア

た
コ
メ
コ
ン

そ
の
う
ち
七
憶
ル

ー
プ
ル
が
コ

メ

コ
ン

ソ
連
の

七
カ
国
で

、
本
部
は
モ
ス
ク
ワ
に
樅
か
れ
て

い

ヽ

ハ
ン
ガ
リ

ー

東
独

、

に
関
す
る
協
定
が
―
九
七

0
年
七
月

一
0
日
、

ソ
辿
謡
内
で
も
国
際
分
染

モ

ン

ゴ
Jレ

ヽ

．
、

ポ

ー
ラ
ン
ト

モ
ス
ク
ワ

で
調
印
さ
れ
た

。
調

（
共
産
圏
経
済
相
互
援
助
会
議

）
総
会

で
設
立
が
き
注
り
、
そ
れ

コ
メ
コ
ン
国
際
投
資
銀
行
は

一
九
七

0
年
五

月
中
旬
ワ

ル
シ

ャ
ワ

で
開
か
れ

コ
メ

コ
ン
国
際
投
資
銀
行

会
社
の

二
件
に
対
し

て
投
融
資
と
株
式
発
行
引
受
け
を
行
な
っ
た

。

今
す
で
に

本
社
所
在
地
は
パ
ナ
マ
に
腔
き

、

国
投
狂
家

す
る
。
ま
た

こ
の
ば
あ

い
、

の
他
の
開
発
檄
剥
と
協
力
す
る

。

内
一
ニ

ー

一

（
同
社
株
主
を
含
む
）

凱
実
氏
で
あ
る

。

．贔

主
な
営
業
所
は

、
東
京
都
千
代
田
区
丸
の

国
家
的

、
人
種
的
色
彩
を

一
切
払

し
よ

く
し

、
業

種
別
に
も
役
先
限
位
を
つ
け
な
い
。
国
別
に
も
優
先
順
位
を
つ
け
な
い
が

、
投

資
環
境
の
よ
い
と

こ
ろ
を
選
ぶ

。
迪
半
数
を
持
つ
株
主
な
ら
ば
現
地
お
よ
び
外

と
の
合
弁
事
業
を
推
進
す
る

。

P
I
C
A
は

A
D
E
L
A
を
範
と

し
て

、

ア
ジ
ア
の
民
間
融
査
の
保
管

、
技

術

援
助

、
農
業
開
発
等
の
基
金
の
保
管
を

行

な
う

。

ま
た
世
銀
、

ア
ジ

ア
閑
銀
そ

ー
一

の
国
際
ビ
ル
九
階
に
あ
る

。
現
在
の
総
裁
は
宮
士
銀
行
の
岩
佐

P
I
C
A
は
フ
ィ
リ

ッ
ピ
ン
の
製
造
会
社
と
マ
レ
ー
ジ
ア
の
桟
維

．． 
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加
と
な
っ

て
い
る
。

が
と
ら
れ
る

。

こ
れ
に
た
い
し
て
ル
ー
マ
ニ
ア
は
強
い
反
対
を
表
明
し

、
不
参

の
「
全
会
一
致
」
が
と
ら
れ

、
投
汽
計
画

、
借
款
の
供
与
な
ど
同
銀
行
の
日
常

れ
以
外
は
四
分
の
―
―
一
の
多
数
決
で
決
め
る
」
と
な
っ

て
お
る
。

て
い
る
。
同
行
が
与
え
る
中
期
借
款
は
五
年

、
長
期
は

一
五
年
を
限
度
と
す
る

。

理
事
会
で
の
採
決
方
法
は

参
加
メ
ン
バ

ー

の
交
代
な
ど
重
要
出
項
如
つ
い
て
は

、
出
頁
国
代
表
の
理
事
会

染
務
に
つ
い
て
は
「
四
分
の
―
―
一
よ
り
少
な
く
な
い
」
同
意
妬
よ
る
多
数
決
方
式

お
り

、

「
蚊
も
犯
要
な
問
題
の
決
定
は
涸
場

一
致
制

、

西
側
諸
国
が
同
銀
行
を
追
じ
て
ソ
辿
、

さ
れ
る

。

ま
れ
る

。

●“ 

つ
ま
り

、
増

資

、

そ

呆
欧
に
投
賢
で
き
る
道
を
協
い

さ
ら
妬

、
第
三
固
か
ら
借
款
や
投
資
を
受
け
入
れ
る
こ
と

Vc
な
っ
て

さ
る
と
さ
れ

、
同
銀
行
は
こ
れ
を
利
用
し
て
地
域
社
会
の
曲
発
も
行
な
え
る
と

ま
た
資
本
金
の
ほ
か
関
係
国
が
特
別
の
資
金
を
寄
託
す
る
こ
と
も
で

●‘ 
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件
と
土
地
水
利
妬
つ
い
て
調
査
し

、

北
ス
マ
ト
ラ
の
ト
バ
捌
周
辺
で
あ
る
。

第

一
紙
は
本
財
団
が
す
で
妬

、
第

一
回
調
査
を
行
っ
た
イ
ン

ド
ネ
ン
ア

国

な
調
森
を
行
っ
て
会
員

ト
バ
湖
束
方
の
N
A
P
A
を
中
心
と

本
財
団
の
登
録
プ
ー
ル
要
員
を
も
つ
て
編
成
し
た
二
班
の
調
査
団
を
八
月

機
械
化
に
つ
い
て
研
修
す
る
と
と
も
に

、
英
語

、

月
よ
り
―
-
i
力
年
の
任
期
で
赴
任
す
る
こ
と
に
決
定
し
た

。

視
地
に
お
い

て
林
区
監
祝

、
綸
入
材
選
別
に
当
た
る
林
業
技
術
者
の
あ
っ
せ

が
広
大
な
森
林
曲
発
事
染
を
行
っ
て
い
る
。

一
、
林
業
技
術
者
の
あ
っ
せ

ん

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
充
実

1
0
 

イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
共
和
国
カ
リ
マ
ン
ク
ン
地
区
に
お
い
て
米
国
の
デ
ロ
ン
社

代
埋
半
業
を
担
当
し

て

い
る
の
が
南
星
商
事
株
式
会
社
だ
が

、
同
社
か
ら

、

ん
要
請
が
あ
っ
た
。

し
、
同
社
の
正
社
負
と
な
っ
た
う
え

、
同
社
と
派
迎
契
約
を
結
ん
で

、

財
団
に
お
い
で
は
―

0
月
ま
で
の
間

vC
、

等
に
お
い

て
熱
帯
林
業
に
つ
き

、

し
た
諧
習
を
受
け
さ
せ

、

る
こ
と

と
し
た

。

す
る
地
区
の
地
勢
、

こ
れ
に
対
す
る
日

本
各
商
社
の

本
財
団
と
し
て
は
プ
ー
ル
要
員
の
斉
藤
守
を
あ
っ
せ
ん

熱
帯
林
業
協
会

、
林
業
試
験
場

研
修
し

、
沼
田
営
林
著
に
お
い

て
は
林
業

派
遣
前
の
準
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ヘ
戯
業
開
発
調
査
団
派
逍

-
0
日
よ
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

派
遣
し

、
現
地
の
農
業
即
発
忙
つ
き
華
礎
的

（
袈

助
員
）

の
要
請
に
応
え

、

そ
の
事
菜
忙
協
力
す

気
候

、
動

・
植
物
の
分
布

、
社
会
環
境
な
ど
の
基
礎
条

さ
ら
に
適
応
作
物

、

迫
路

、
交
通
、
市
褐
等
尻
つ
き
検
討
し

、

畜
産

、
農
業
檄
械

、

N
A
P
A
に
開
設
中
の
シ
リ
ト
ン

八

月

行

宙
七 事

務

局

だ

よ

り

．． 

●' 
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四
、
研
彩
費
借
入
あ
っ
せ
ん
閑
始

飯

川

和

気

悼

道

昭
和
四
五
年
度

実
習

）

泉

ま
た
は
プ
ー
ル
し
た
技
術

尖
習
生
は
明
年
一
二

月
の
出

発
ま
で
に
財
団
匠
お
い
て
準
備
諮
習
を

行

う
こ

の
実
習
と
海
外
生
活
体
験
を
さ
せ

、
将
来
海
外
炭
業
技
術
者
と
し
て

ガ
農
場
お

よ
び

関
連
地
区
の
開
発

に
対
す
る
華
礎
的
な
デ
ー
ク

ー
を
作
成
す

る
こ
と
と
し
た
。
ー
調
査
団
員
は
佐
藤
、

1
0
日
出
発

し
た
。

西
村

、
宮
永

、
新
保
の
四
氏
で
八
月

ま
た
第
二
班
は

、
中
田

、
柴
田
の
両
氏
を
も
つ
て
会
員
お
よ
び
韓
国
企
業

の
要
請
花

よ
る
伐
採
地
区
の
農
業
囲
発
に
対
す
る
基
礎
調
査
を
行
う
た
め

、

八
月

―
二
日
東
京
出

発
現
地
に

向
っ

た
。

味
で
重
要
で
あ
る
と
お
も
う
。

こ
の
調
査
は
そ
の
意

海
外
痰
業

に
専
念
す
る
技
術
者
を
新
人
よ
り
羨
成
す
る
た
め

、
昨
年
度
に

引
き
っ

．つ
き
財
団
よ
り
左
記
二
名
の

青
年
を
国
際
農
友
会
に
委
託
し

て
、
米

国
へ
農
業
実
密
生
と

し
て

派
述
す
る
こ
と

と
な
っ
た

。

日
忙
選
考
委
員
会
を
詞
き

、

こ
の
た
め
八
月
一
四

抜
し

、
国
際
炭
友
会
第

二

0
回
米
国

農
業
実
習
生
忙
委
託
す
る

こ
と
と
し

た
。

実
習
生
に
は
一
年
間
米
国
殷
菜

（
主
と

し
て
ト
ウ

モ
ロ

コ
ン
栽
培
袋
家
で

外
地
で
活
躁
す
る
た
め
の
素
地
を
喪
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

と
と
な
っ

て
い
る
。

（
第
二
回
）
米
国
炭
業
実
習
生

本
年
度
叩
契
計
画
に
基
き
、

現
在

、 ．． 

（
二
〇
オ
）

（
ニ
ニ
オ

）

本
財
団
忙
登
録

、

-
0
名
の
候
補
者
の
中
か
ら
左
記
の

二
名
を
選

=
、
米
国
派
逍
実
習
生
の
選
考
実
施

農
業
脚
発
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
情
勃
で
あ
る
の
で

、

各
地
で
林
業
閑
発
が
行

わ
れ
て
い

る
が

、
林
業
詢
発
陀
と
も
な
う

．． 
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六
、

互．
ヽ

者
に
対
し

、

そ
の
ば
あ
い

、

., 

財
団
が
侑
入
金
の
利
子
補
給
を
す
る
こ
と
に
つ
い

て
東
京
銀

行
と
励
定
が
成
立
し
た
の
で

、
九
月
か
ら

こ
れ
を
実
施

し
て

派
遣
要
員
の
技

で
に
集
積
さ
れ
た
資
料
忙
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
と
し
た

。

今
後
は
必
要
忙
応
じ

て
同
様
の
研
究
会
を
設
け

、
各
国
の
資
科
情
報
の
整

備
と
問
題
点
の
研
究
匠
当
る
こ
と
と
す
る

。

イ

ン
ド
ネ
ジ
ア
農
業
省
普
及
局
長

と
会
談

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農
業
省
晋
及
局
長
サ
ル
モ
ン
氏
が
来
日
さ
れ
た
の
で

、
本

財
団
大
戸
専
務
お
よ
び
事
務
局
と
八
月

一
九
日
農
業
晋
及
事
業
等
に
つ
き
懇

談

し
た
。
財
団
と
し
て
は
イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
の
普
及
技
術
者
接
成
に
力
を
貸

す

用
意
の
あ
る

こ
と
を
提
案

し
た
が

、
同
局
長
は
帰
国
後
、
財
団
の
提
案
妬
た

い
し
て

関
係
者
と
検
討
す
る
こ
と
を
約
し
た
。

さ
し
あ
た
っ
て
は
本
財
団
の
確
保
要
員

山
田
宗
孝
氏
が
担
当
し
て
こ
れ
注

究
す
る
た
め

、
財
団
匠
イ
ン
ド
問
題
研
究
会
を
設
け
る

こ
と
と

し
た
。

イ
ン
ド
陀
関
す
る
炭
業
開
発
協
力
事
莱
の
諸
問
題
に
つ
い

て
綜
合
的
に
研

イ
ン
ド
問
賂
研
究
会
の
開
始

能
向
上
忙
役
立
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。

必
要
な
研
修
授
の
借
入
れ
を
あ
っ

せ
ん
す
を

こ
と
匠
な
っ
た

。

．・ 

． 疇
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八 C - 内32

海

外

農

業

開

発

財

団

は

は

本

財

団

へ

ど

連

絡

く

だ

さ

い

。

〇

洵

外

煤

業

の

協

力

お

よ

び

出

発

事

菜

を

し

て

い

る

団

体

企

菜

等

へ

優

秀

な

農

業

技

術

者

の

あ

っ

せ

ん

、

0
海

外

腹

菜

情

報

の

し

ゅ

う

梨

、

紹

介

0
海

外

疫

菜

調

壺

団

の

編

成

、

送

出

0
待

機

中

の

技

術

の

プ

ラ

ッ

ジ

ュ

・

ア

ッ

プ

匠

必

要

な

研

修

費

の

貸

付

、

0新
人

か

ら

の

海

外

技

術

者

の

社

成

、

0
海

外

農

業

技

術

者

と

な

る

こ

と

を

希

望

す

る

方

の

登

録

と

プ

ー

ル

、

海
外

艇
業
に
対
す
る
協
力
事
業
な
ら
び
に

●‘ 

開
発
事
業
に
必
要
な
人
材
を
求
め
て
い
る
方

開
発
事
業
に
従

事
し
た
い
方

海
外

農
業
に
対
す
る
協
力
事

業
な
ら
び
に

．． 
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